
日
本
工
業
大
学 

絶
景
の
見
晴
ら
し
の
東
尋
坊

永
平
寺
は
一
度
訪
れ
て
み
る
価
値
が
あ
り
ま
す 

 
宮宮
代代
会会
会会
報報
第
17
号 

平
成
二
十
年
七
月
発
行 

 
 

 
 

 

新
会
長
に 

    

川
島
敬
司
氏
が
就
任 

去
る
七
月
五
日
午
後
三
時
よ
り
、
福
井
県

の
芦
原
温
泉
「
あ
わ
ら
の
宿 

八
木
」
に
て

宮
代
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

北
陸
で
の
開
催
は
、
会
が
始
ま
っ
て
以
来
、

初
め
で
の
こ
と
で
す
。
交
通
の
便
が
あ
ま
り

良
く
な
い
た
め
、
遠
方
よ
り
お
越
し
の
会
員

に
は
、
大
変
ご
足
労
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、

お
蔭
様
で
二
十
一
名
と
い
う
例
年
並
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

総
会
は
、
窪
田
会
長
代
行
、
次
い
で
柳
澤

学
長
の
挨
拶
の
後
、
議
事
に
移
り
、
慎
重
審

議
の
上
、
全
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
事
の
概
要 

一
、
平
成
十
九
年
度
事
業
報
告 

 

 
 
 

六
月
二
日 

 
 

幹
事
会
（
大
学
） 

七
月
七
日 

 

総
会 

（
二
十
五
名
出
席
） 

 
 
 
 

 
 

 

磐
梯
熱
海
温
泉
・
四
季
彩
一
力 

 

 
 
 

十
月
十
三
日 

幹
事
会
（
大
学
） 

 
 
 

十
二
月
十
日 

 

臨
時
総
会 

（
十
四
名
出
席
） 

 
 
 
 

 
 

 

河
口
湖
温
泉
・
湖
山
亭
う
ぶ
や 

 
 
 

一
月
十
四
日 

新
春
懇
親
会 

（
十
一
名
出
席
） 

 
 
 

 
 
 

 
 

ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
東
京 

二
、
平
成
十
九
年
度
決
算
報
告 

別
記
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

三
、
平
成
十
九
年
度
監
査
報
告 

田
川
監
事
か
ら
厳
正
な
監
査
結
果
の
報
告

が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

四
、
平
成
二
十
年
度
事
業
計
画
案 

六
月
七
日 

 
 

 
 

幹
事
会 

七
月
五
～
六
日 

 

総
会 
 

 
 

 

十
月
十
一
日 

 
 

幹
事
会 

十
二
月
七
～
八
日 

臨
時
総
会 

 
 

平
成
二
十
一
年
一
月
十
七
日 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

新
春
懇
親
会 

五
、
平
成
二
十
年
度
予
算
案 

別
記
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

六
、
平
成
二
十
年
度
役
員 

次
の
通
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

（
敬
称
略
／
☆
印
は
新
任
で
す
） 

会
長 

☆ 

川
島 

敬
司
（
神
奈
川
） 

幹
事 

 
 
 

金
城 

英
三
（
沖
縄
） 

矢
島 

節
子
（
群
馬
） 

中
丸 

芳
一
（
福
島
） 

佐
藤
登
美
雄
（
香
川
） 

大
森 

照
夫
（
福
島
） 

杉
原 

修 

（
島
根
） 

 

渋
谷 

龍
美
（
埼
玉
） 

寺
嶋 

佳
章
（
東
京
） 

中
島 

勇 

（
埼
玉
） 

窪
田 

政
幸
（
窪
田
） 

梅
宮 

昭 

（
福
島
） 

早
坂 

正
実
（
宮
城
） 

 

鷹
箸 

憲
一
（
栃
木
） 

 

川
村 

龍
雄
（
茨
城
） 

☆ 

小
林 

正
博
（
埼
玉
） 

☆ 

須
川 

浩 

（
群
馬
） 

監
事 

 

田
川 

 

鋭
治
（
静
岡
） 

☆ 

滝
口 

和
喜
（
山
形
） 

 

＊
退
任
幹
事
『
お
疲
れ
様
で
し
た
』 

菊
地
や
す
子
（
青
森
） 

佐
藤 

光
信
（
福
島
） 

鈴
木
美
佐
雄
（
茨
城
） 

佐
伯
み
ち
子
（
東
京
） 

七
、
学
園
創
立
百
周
年
記
念
積
立
金
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

目
録
贈
呈 

平
成
十
年
度
よ
り
継
続
し
て
い
た
だ
い
た

学

園

創

立

百

周

年

記

念

積

立

金

の
内
、
七
百
万
円

の
目
録
を
、
窪
田

会

長

代

行

か

ら

柳

澤

学

長

に

贈

呈

し

ま

し

た

。

（
写
真
上
） 

総
勢
六
十
七
名
の
懇
親
会
と
福
井
の
旅 

総
会
終
了
後
、
宮
代
会
、
後
援
会
、
大
学

合
同
の
総
勢
六
十
七
名
の
大
懇
親
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
大
学
側
か
ら
は
、
大
川
理
事
長
、

柳
澤
学
長
以
下
九
名
が
参
加
。
全
国
か
ら
銘

酒
や
旬
の
果
物
の
差
し
入
れ
も
い
た
だ
き
、

舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。 

翌
日
の
バ
ス
観
光
に
は
、
今
ま
で
で
最
高

人
数
の
四
十
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
ず

は
、
福
井
随
一
の
景
勝
地
で
あ
る
「
東
尋
坊
」

へ
向
か
い
ま
す
。
梅

雨
時
に
も
か
か
わ

ら
ず
晴
天
に
恵
ま

れ
、
荒
波
の
日
本
海

の
イ
メ
ー
ジ
と
は

違
っ
た
穏
や
か
な

海
で
し
た
。
細
工
を

施
し
た
よ
う
な
断

崖
絶
壁
を
見
て
い
る
と
、
自
然
現
象
の
美
し

さ
と
不
思
議
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
せ
ま
せ
ん
。 

続
い
て
、
福
井
と
い
え
ば
コ
コ
、
今
か
ら

約
七
五
〇
年
前
道
元
禅
師
に
よ
っ
て
開
創
さ

れ
た
曹
洞
宗
の
大
本
山
「
永
平
寺
」
へ
。
参

道
の
モ
ミ
ジ
の
黄
緑
色
が
目
に
も
鮮
や
か
で

す
。
境
内
は
約
十
万
坪
、
樹
齢
約
七
百
年
と

い
わ
れ
る
老
杉
に
囲
ま
れ
た
静
寂
な
佇
ま
い

の
霊
域
に
、
七
十
余
棟
の
殿
堂
楼
閣
が
建
ち

並
ん
で
い
ま
す
。
我
々
は
七
堂
伽
藍
を
中
心

に
約
一
時
間
半
た
っ
ぷ
り
見
学
。
見
ご
た
え

の
あ
る
社
殿
と
修
行
僧
が
行
き
交
う
荘
厳
な

雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
昼
食
に
精
進
料
理
を
い
た
だ
き
、

福
井
駅
で
解
散
。
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、

北
へ
南
へ
と
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。 

総会開催 



「
宮
代
会
は
心

の
財
産
」 

 

今
年
も
本
格
的
な
夏
が
や
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

日
々
暑
さ
厳
し
き
折
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
日
頃
よ
り
格
別
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、

誠
に
有
難
く
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

先
般
、
芦
原
温
泉
の
総
会
に
お
き
ま
し
て

今
年
度
の
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
宮

代
会
の
歴
史
を
築
か
れ
た
諸
先
輩
方
の
ご
意

志
を
受
け
継
ぎ
、
精
一
杯
努
力
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
何
卒
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
年
は
岩
手･

宮
城
内
陸
地
震
、
岩
手
北
部

地
震
と
東
北
地
方
で
大
き
な
地
震
が
あ
り
ま

し
た
が
、
会
員
の
皆
様
や
大
学
関
係
者
に
は

特
に
大
き
な
被
害
は
無
か
っ
た
と
伺
い
安
心

い
た
し
ま
し
た
。
た
だ
現
在
も
ま
だ
生
活
環

境
は
戻
っ
て
お
ら
ず
、
災
害
に
遭
わ
れ
た
地

域
の
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
一
日
も
早
い
復
旧
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

日
本
工
業
大
学
後
援
会
を
通
じ
て
、
色
々

な
地
域
や
年
代
の
方
と
お
知
り
合
い
に
な
れ

た
事
は
、
私
に
と
っ
て
も
財
産
で
あ
り
、
宮

代
会
を
通
じ
て
こ
の
関
係
を
ず
っ
と
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
上
で
も
、
皆
様

が
参
加
し
易
い
環
境
作
り
を
考
え
て
会
を
運

営
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
に
お
会
い
す
る
機
会
も
年
に
三
回
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
次
は
、
十
二
月
の
七
、
八

日
に
臨
時
総
会
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

場
所
等
決
ま
り
次
第
ご
連
絡
致
し
ま
す
の
で
、

よ
り
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
皆
様
に
お
会
い
出
来
る
事
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
後
援
会
、
工
友

会
と
連
携
し
、
ご
子
息
・
ご
子
女
の
卒
業
し

た
大
学
の
益
々
の
発
展
に
寄
与
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
ご
協

力
の
ほ
ど
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

夏
本
番
と
な
り
ま
し
た
が
、
お
身
体
に
は
十

分
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

平
成
二
十
年
度 
宮
代
会 

 
 
 
 
 
 

 
 

会
費
納
入
の
お
願
い 

○
年
会
費 

壱
万
円(

内
七
千
円
は
積
立) 

○
納
入
方
法 

 
 
 

① 

郵
便
局
よ
り
振
込
（
用
紙
同
封
） 

口
座
番
号 

0
0

1
2

0
-
6

-
1

1
4

1
2

4
 

 
 

加
入
者
名 

日
本
工
業
大
学
宮
代
会 

② 

銀
行
よ
り
振
込 

み
ず
ほ
銀
行 

春
日
部
支
店 

口
座
番
号 

(

普)7
5

7
0

9
1

 

受
取
人 

日
本
工
業
大
学
宮
代
会 

 

※
八
月
末
日
ま
で
に
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

※
お
問
合
せ
先 

経
理
課
主
任 

磯 
 
 

 
 

 

〇
四
八
〇
（
三
三
）
七
五
〇
四 

 
 

 
 
 

 
  

                                

会 長

川島敬司

今回お届けの会報とともに以下の資料を同封させていただきました。 

○平成２０年度会員名簿  ○会費振込用紙（郵便局用）  ○後援会会報７８号 


